
【事例】国営かんがい排水事業
■ 効 果：

排水機場等を改修することで施設機能を回復し、湛水被害の
リスクを軽減し、農地と地域住民への被害を未然に防止。

概 要：農村地域の排水対策のための農業水利施設整備を推進し、農地及び市街地・集落への災害を未然に防止する。
府省庁名：農林水産省

1-5 流域治水対策（農業水利施設の整備）

 実施主体：農林水産省 北陸農政局

 実施場所：新潟県新潟市、燕市、西蒲原郡弥彦村

 事業概要：老朽化によって機能低下した排水施設
の改修を行うことにより、農業生産性
の維持及び農業経営の安定を図ると
ともに、国土保全、防災・減災力の向
上に資する。

 事業費：令和３年度事業費31億円
（うち５か年加速化対策（加速化・深化分）3億円）
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【湛水区域図（1/50確率）】

※想定被害額は、1/50確率降雨（183㎜/日）における被害額

【作物生産量の減少を防止】

作物生産量の減少、市街地・集落の被害を未然に防止

５か年加速化対策

※

※ 令和２年度３次補正予算を含む


